
４ 教育・研究組織等

（７）学術研究委員会

① 設置の趣旨（目的）及び組織

学術研究委員会は，学術研究等の推進に関する事項について調査検討することを目的として設置されて

おり，学長が指名した副学長，附属図書館長，学校教育実践研究センター長，情報メディア教育支援セン

ター長，学系長，コース長及び学長が指名した者若干人により構成されている。

② 運営・活動の状況

ア 委員会の開催状況

平成28年度においては，学術研究委員会を４回開催した。

・ 第１回 平成28年５月26日（木）

・ 第２回 平成28年12月13日（火）

・ 第３回 平成28年12月22日（木）～平成29年１月５日（木）書面審議

・ 第４回 平成29年１月31日（火）～平成29年２月３日（金）書面審議

イ 審議された主な事項

ⅰ） 研究推進専門部会の設置

ⅱ） 平成28年度年度計画に係る実施計画

ⅲ） 平成28年度の研究推進支援の方策等

ⅳ） 平成28事業年度の業務実績に関する自己点検・評価の実施及び平成29年度年度計画案の策定

ⅴ） 平成29年度支出予算要求・要望額調

ⅵ） 上越教育大学研究紀要第36巻第２号掲載予定論文の転載許可

ウ その他

ⅰ） 学術研究委員会に整理・統合された研究推進専門部会は，３回開催し，主に科学研究費助成事業

への応募促進について審議・活動を行った。

ⅱ） 年度計画に基づき，外部資金獲得に関する意識の啓発を目的とした「科学研究費助成事業応募説

明会」（９月）を実施した。

③ 優れた点及び今後の検討課題等

ア 優れた点

ⅰ） 「科学研究費助成事業応募説明会」において，研究計画調書の作成に係る注意事項等についての

説明や採択者からのアドバイスを継続して行うとともに，新たに申請書類の事前確認を研究推進専

門部会により行い，外部資金獲得に関する意識の啓発を図った。

ⅱ） 本学研究プロジェクトの成果を広く学校教育現場に還元することを目的として，前年度に終了し

た研究プロジェクトについて「研究プロジェクト成果発表会」を，上越地域の現職教員や大学院生

等の多数の参加について配慮し，８月に本学を会場に実施した。

イ 今後の検討課題

第３期中期目標・中期計画の年度計画の実施に向け，研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成

するため，本委員会に課せられた事項についてさらに検討を深め実施する必要がある。


